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 〒299‐2216 南房総市久枝327  

          （富山地域センター内） 

 TEL：0470-57-3000 / FAX：0470-57-3002 

 E-mail：tomy_furatt@yahoo.co.jp みんみんネット HP FB 

日 曜 
活動・主催 

（開催については主催者にお問い合わせください） 
場所 時間 

1 土 
岩井海岸ビーチクリーン ※雨天中止 

 080-8051-6039  i.PLANNER 渡辺 
中央監視所 

6：00～ 

30分程度 

6 木 岩井駅前公園美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） JR岩井駅前公園 9：00～ 

8 土 富山学園「資源回収」（富山学園PTA）※予備日6/15 富山地域内  

13 木 岩井駅構内花壇美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） JR岩井駅 9：30～ 

15   土  
岩井海岸清掃（久枝1・2、3観光） 岩井海岸 8：00～ 

おはなしだいすき（あひるの会） 岩井コミセン 10：00～ 

20 木 富山山頂美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） 集合：南房総市駐車場 9：00～ 

21 金 おはなし会（あひるの会） 富山小学校 8：00～ 

27 木 岩井川親水公園美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） 岩井川親水公園 9：00～ 
            

 サロン開催予定 場 所 開催日・時間 問合せ・備考 

 茶の間（久枝区） 久枝青年館 
毎月第1・3火曜日 
13:30～15:00 

090-2328-8934(福原) 

 市部みんなのたまり場 市部青年館 
毎月第2・4火曜日 
10:00～14:00 

090-5505-7022(吉澤) 

 みならく出口 高崎出口青年館 
毎月第2・4木曜日 
13:30～15:30 

  

 いのばた 井野集会所 
毎月20日  
13:30～15:30 

  

 さろん平久里 平群コミセン 
毎月第2・4金曜日 
10:00～12:00 

  

 だんらんカフェ（犬掛） 
古民家カフェ 

「田舎の家」 

毎月第2木曜日 
13:30～15:00 

 

  山田のかかしサロン 山田青年館 
毎月第４水曜日 

13:30～15:30 

090-1556-4041(川名) 

※山田区民限定 

令和６年６月の富山地域内の活動（４月22日現在の情報です） 

富山学園ＰＴＡ「資源回収」のお知らせ 
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富山地域防災講座を開催します！ 

自衛隊木更津地域事務所による防災講演と防災体験（起震車体験・初期消火訓練 

・救命救急法・防災写真展示など）を予定しています。 

 

 年頭の能登半島大地震にはじまり、世界各地で大きな災害が多発しています。日

頃、防災に対して備えているつもりですが、思ってもみなかった事態が起こりうるのが自然災害なの

です。今回開催の地域防災講座で今一度ふりかえって学習してみるのはいかがでしょうか。 

 

日時：６月16日（日）午前９時から１２時（展示と起震車体験は午後１時～３時の間も実施します） 

会場：富山岩井コミュニティセンター 

募集：２０名程度（無料） 

講演：自衛隊千葉県千葉地方協力本部木更津地域事務所 

体験：起震車（震度７の揺れを体験できます） 

   初期消火体験（水消火器で初期消火の基本を学びます） 

   救命救急法体験（AEDなど救命救急法を学びます） 

   防災写真展示（災害ボランティアが見た東日本大震災被災の様子と活動） 

参加申し込み：富山地域づくり協議会「ふらっと」☎0470-57-3000 

6/12(水) 参加者募集 ふらっとフットパス１０１ 
那 古 か ら 船 形 へ 歩 き 、 那 古 山 （ 那 古 観 音 ） と 崖 観 音 に 登 り ま す 。 

 今回のフットパスは、那古観音と船形の崖観音を巡り、観音信仰や平安時代の歌人：和泉式部に

ついて考えます。 

 

期 日 令和６年６月１２日（水）※雨天の場合は１３日（木）に延期 

募 集 ３０名程度 

集 合 とみうら元気倶楽部（南房総市富浦町原岡88-2）隣の駐車場 

    午前８時４５分までに集合 

参加費 ５００円（お土産代・資料代・保険料ほか） 

持ち物 飲み物、保険証、雨具など 

コース （約7.3Km＋那古山＋崖観音） 

  集合場所→富浦駅発（9時28分下り電車）      那古船形駅下車→ 

  那古寺中経由→那古山東登山口→那古山→那古観音下→那古船形駅前→崖観音下→ 

  崖観音→崖観音下→多田良滝淵神社→集合場所 

  （１１時４５分頃解散） 

参加申し込み 富山地域づくり協議会「ふらっと」☎０４７０-５７-３０００（平日のみ） 

       E-mailでも受け付けています。 

５月22(水)から

参加申込受付 

 

6/16(日) 

 富山学園では、教育環境整備の一助とするためにPTA主催の資源回収を実施しています。 

各家庭の不用品を回収することにより富山幼・小・中の教育環境整備に利用するための費用にすると

ともに、PTA活動の充実を図るために実施されますので、ご協力をお願いします。 

実施日 ６月８日(土) 予備日６月１５日(土) 

回収物  

古新聞、雑誌、段ボール、牛乳パック（ヒモで縛ってください） 

国産ビールびん（ケースも可）、一升びん 

（汚れたものや、油が入っていたものは不可） 

 

●布類、鉄くず、貝殻は回収しません。 

●搬入、収集場所など詳しくは富山学園からの回覧をご覧ください。 

 

問い合わせ 富山学園 ☎57-2062・57-2038 

市部天満神社境内で５月15日（水）午前10時から夕方まで、「農具市」が開催されます。 

起震車まもるくん 
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安房国札観音霊場を大正時代の絵葉書で巡る 
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南房総学 

 富山地域づくり協議会「ふらっと」では、一緒に活動を進めていただける仲間を募集しています。 

 地域づくり活動に興味のある方は事務局☎57-3000又はメールでご連絡ください。 

 ※平日のみの対応となりますのでご了承ください。 

「ふらっと」会員・サポーターを募集しています 

令和６年度「ふらっと」通常総会報告 
 ４月２１日(日)、令和６年度通常総会を富山岩井コミュニティセンターで実施しました。 

南房総市長、地元市議会議員を来賓に迎え、予定していた２議案「①令和５年度活動報告及び決算報

告 ②令和６年度活動計画及び予算（案）」が承認されました。地域の皆様のご協力を賜わり活動を

行うことができました。今年度もよろしくお願いいたします。 

南房総の自然・歴史・文化などを学び、発

見し、伝えていく活動を行っています。 

心と体の健康づくりのお手伝いをさせて

いただいております。 

体験を通じて子どもたちと地域の人の

ふれあいの場づくりを行っています。 
SNSで活動情報等の発信や情報弱者を

サポートする活動を行っています。 

第二十八番 福聚山 松野尾寺 / おもくとも つみにはのりの 松のおじ 仏をたのむ 身こそたのもし 

第二十九番 金剛山慈眼寺 金蓮院 / ずんといり 見あげてみれば ひしゃく塚 ごくらくじょうどは 犬いしのどう 

第三十番 妙法山 養老寺 / かんのんへ まいりて沖を ながむれば のぼりくだりの ふねぞ見えける 

 室町時代の豪族・神余景貞の三回忌に、里人が岩崎台に

建てた念仏堂にはじまるという松野尾寺。 

 文安5年(1448)に福寿山満福寺と改め、のち福聚山松野尾

寺と改称。本尊は文殊菩薩で、境内に観音堂があったとの

ことです。 

 大正12年の関東大震災で倒壊したため、地区内で倒壊し

た来迎寺、安楽院とともに、巴川を挟んで対岸の山の中に

あった自性院に合併されたという経緯を持っています。 

 寺性院は、元は地蔵畑と呼ばれる山中にあった寺。室町

時代中頃に地蔵畑の岩屋で家臣・山下定兼の反逆に遭った

神余景貞が自殺したとされ、これを供養した自性房がこの

岩屋に自性院を創建しました。元禄大地震で崩れたのち、

現在地に移ったとのこと。 

 ご詠歌の「ずんといり」とは、真っすぐに奥まで進んで

みると、という意味です。昔は山門に向かって真っすぐな

長い参道があり、参拝者はそこをずんと入っていったので

しょう。山門をくぐると、正面に大日如来を本尊とする本

堂があり、左手に朱色に塗られた観音堂があります。 

 昔は観音堂が本堂の裏に建っていて、飛錫塚(石塚)はそ

こにあります。長い参道を入って山門を抜け、本堂の裏ま

で進むと観音堂があり、そこに大きな石塚(飛錫塚)があっ

たので、このご詠歌なのです。 

 犬石という地名をもつこの付近には、犬と石にまつわる

不思議な伝説が多くあります。金蓮院の近くには、安房神

社や小塚大師という歴史ある神社もあり、言い伝えが数多

く残る古代からの霊場に建つ“古刹”なのです。 

 洲崎神社に隣接する真言宗の寺、養老寺。正式名は妙法

山観音寺で、かつては洲崎神社の社僧も務めた別当寺で

す。寺名は養老元年(717)の創建に由来しており、開祖は役

の行者(えんのぎょうじゃ)と伝えられています。境内の階段を上

がったところに石窟があり、役行者の石像が祀られていま

す。里見八犬伝では、役の行者の化身が、伏姫に「仁義礼

智忠信孝悌」の文字が浮かぶ数珠の授ける場面が有名で

す。また、伊豆での挙兵に失敗して逃れた頼朝が、洲崎神

社に参詣して坂東武者の結集を祈願。昼食に時に箸代わり

に使ったすすきを「我が武運が強ければここに根付けよ」

と地に挿し、それが根付いたのです。現在、観音堂の階段

手前右側に群生しているすすきが、頼朝の挿したすすきの

子孫と伝えられ「片葉のすすき」あるいは「一本すすき」

と呼ばれています。 

 

 安房の国札三十四ヶ所観音霊場巡礼は、鎌倉時代、後掘河天皇在位の貞永元年（1232）に悪疫が流

行し、飢饉にも襲われるなど、世情が惨憺たる有様だったことに心を痛めた時の高僧たちが相図っ

て、安房国内に奉安する観世音菩薩にご詠歌を奉納し、厨子の帳を開いて巡り、拝んだことに始まる

といわれています。今回は、第三十一番 長福寺・第三十二番 小網寺・第三十三番 観音院を巡り

ます。第一番から掲載順に観音霊場を訪れ、今昔を感じてみてはいかがでしょうか。 

                  ※説明文は、ちば南房総「安房国札観音霊場巡り」より抜粋 

第三十一番 普門山 長福寺 / かんのんへ まいりて沖をながむれば 岸うつなみに ふねぞうかぶる 

 ご詠歌が詠まれた時代、館山観音は城山公園の北にある

小丘・北下台(ぼっけだい)にあり、明治から大正にかけて

館山公園と呼ばれ、小高い丘から鏡ヶ浦を見下ろす景勝地

でした。ここに神亀2年(725)、行基菩薩が自ら刻んだ千手

観音菩薩像を安置したのが始まりといわれています。 

 元和・寛永・元禄の震災を免れた館山観音ですが、関東

大震災後ご本尊の観音像を長福寺に移したとのこと。 

 観音堂裏の永代供養墓の中には「寄子萬霊塔」が。これ

は明治維新の戊辰戦争の際、箱根山崎の戦いに加わり異郷

の地で亡くなった農兵たちの慰霊碑。塔の裏には「鐘の音

の落ち葉さみしき夕べかな」の句が詠まれています。 

 館山観音はその地理的条件から、長い間にわたって、巡

礼の最後に巡る結願寺として位置づけられてきました。 

第三十二番 金剛山 小網寺 / はるばると のぼりてみれば 小あみ山 かねのひびきに あくるまつかぜ 

 小網寺は和銅3年(710)の創建で、古くは大莊厳寺と呼ば

れました。行基、良弁、弘法、慈覚大師などが来山し、弘

安5年(1282)には密教修行の道場として「安房の高野山」と

いわれるほど栄えたとのことです。 

 その後荒廃するも、文明年間(1469～1487)に宗秀上人が

中興開山して再興。参道の入口には寺号碑があり、これは

大正13年に西光寺と合併した記念に建てられたものです。    

 本堂の前にかかる梵鐘は、国の重要文化財。弘安9年

(1286)に鎌倉の名工である物部国光が製作したものです。

伝説によるとこの鐘は、近くの平砂浦海岸に打ち上げられ

たもので、撞いてみると響きが「小網寺へ」と聞こえたの

で寄進されたとのことでした。この鐘の音は、ご詠歌にも

詠まれています。 

第三十三番 杉本山 観音院 / ふるさとを はるばるここに すぎもとへ わがゆくさきは ちかくなるらん 

 静かな山里の風情豊かな土地に建つ観音院。行基菩薩が

聖観音菩薩像を刻み、安置したのが始まりといわれていま

す。天平6年(734)には、慈覚大師がお堂を造りました。お

寺の門前で左右を固めるようにして建つ六地蔵を拝みなが

ら、ゆったりとした雰囲気の境内へ。境内には室町時代の

五輪塔や宝篋印塔（ほうきょういんとう）の笠があり、寺

の歴史の長さを物語っています。 

 本尊の聖観世音菩薩像は平安時代の作で、藤原様式の仏

像。この観音像にはある伝説があります。 

 大正時代に堂守・平野三郎左衛門が鎌倉で処罰されよう

としたとき、観音様が扉を開けて出ていき、身代わりと

なって助けたといわれています。この霊験が伝えられて

「身代わり観音」と呼ばれています。 

収入科目 予算額 内 容 

1. 総務費 721,900 南房総市交付金 

2．事業収入 200,000 フットパス参加費など 

3.  雑収入 10,000 フットパス保険戻り金など 

4.  前年度繰越金 167,209  

合 計 1,099,109   

支出科目 予算額 内 容 

1．総務費 275,000 通信発行費等 

2．事業費 774,109 
活動に関する消耗品・

保険料など 

3．予備費 50,000   

合 計 1,099,109   

令和６年度予算額 

 収入の主なものは市からの活動交付金・ふらっと

フットパス参加費・前年度繰越金です。 

 支出の主なものは、「ふらっと通信」発行費や各部会

の活動や「ふらっとフェスタ」に関わる経費です。  

収入総額    １，２５４，９０５円 

支出総額    １，０８７，６９６円 

差引残高      １６７，２０９円 

令和５年度決算報告 

岩井駅構内花壇や市部バイパス花の植

栽地の美化活動に参加しています。 

避難訓練時の子供たちの見守り・防災講座の開催・防災研修

など、地域防災に関する活動なども行っています。 


